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礼拝説教（2026年1月 25日） 

説教者：中村信哉 

ただ恵みによって 
エペソ人への手紙2章1-10節 

 

はじめに 

 聖書によれば、私たち人間は神様に造られました。神様のかたちに造られ、神様に従

い、神様との交わりに生きる存在として造られました。しかし、人類最初の人であるアダ

ムとエバが、神様の命令に背いて禁断の木の実を食べた時から、私たち人間は神様との交

わりを失いました。神様はアダムに言われました。「その木から食べるとき、あなたは必ず死

ぬ」（創世記 2：17）。私たち人間は、アダムとエバが禁断の木の実を食べた時から、死ぬ存

在となったのです。この時から私たち人間は、二つの意味で死ぬ存在となりました。一つ

は「肉体的な死」、もう一つは「霊的な死」です。 

 アダムとエバが罪を犯した時から、全人類が霊的に死んだ状態でこの世に生まれてくる

ようになりました。私たちは誰でも、霊的に死んだ状態でこの世に生まれて来て、数十年

の人生を歩み、やがて肉体の死を迎えるのです。これが、アダムとエバが罪を犯して以

来、私たち人間が辿る道となったのです。 

 「死」とは何でしょうか。それは様々に定義できると思いますが、聖書では、死は「分

離」を意味しています。肉体の死は「体と魂の分離」を意味し、霊的な死は「神様と私た

ちの交わりの分離」を意味します。その意味で、霊的に死んだ状態とは、神様との交わり

が失われた状態と言えます。私たちは誰でも、神様との交わりが失われた状態で生まれて

くるのです。 

 

1．かつての私たち 

 私たちは今、イエス様を信じてクリスチャンとなり、神様との交わりを回復しました。

そして霊的に死んだ状態から「永遠のいのち」に生かされています。 

 しかし私たちは誰でも、かつては霊的に死んだ状態であったのです。霊的に死んだ状態

とは、どんな状態でしょうか？それは2節にあるように、神様に従うよりも、悪霊に従う

歩みでした。また神様に従うよりも、この世の流れに従う歩みでした。さらに言うなら

ば、3節にあるように、神様に従うよりも、自分の欲望に従う歩みでした。 

 私たちは誰でも、自覚的に悪霊に従っていたという人はいないと思います。しかし私た

ちは誰でも、この世の流れに従い、自分の欲望のままに生きていたのではないでしょう

か。この世の価値観に従って、自分の幸せ、自分の成功、自分の快楽などを求めて、ひた

すら自己のために生きてきたのではないでしょうか。そう、それは現代の多くの人の生き

方です。現代人にとって、当たり前の生き方です。しかし聖書は、それこそが霊的に死ん
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だ状態であると言うのです。なぜならそのような生き方は、神様との交わりを失い、神様

よりもこの世と自分に従う生き方だからです。 

 霊的に死んだ状態にある人は、3節にあるように、やがて神様の「御怒り」を受けます。

これは神様の裁きと刑罰を意味します。私たちは誰でも、生まれながらに霊的に死んだ状

態で生まれてきました。そして、神様に従うよりも、この世に従い自分のために生きてき

ました。その結果、私たちは誰でも神様の怒りと呪い、裁きと刑罰を受けるべき存在とな

ったのです。これが、私たち誰もが辿ってきた人生だったのです。 

私たちは誰でも、霊的に死んでいました。霊的に病んでいたのでも、霊的に怪我をして

いたのでもなく、霊的に死んでいたのです。病人や怪我人には命があります。病人や怪我

人には、まだ自分のできることが残っています。しかし死人には命がありません。死人に

はできることは何もありません。 

私たちは誰でも、霊的に死んでいたのです。自分の救いのために何もすることができな

かったのです。神様の怒りと呪い、裁きと刑罰から救われるために、何一つすることがで

きなかったのです。自分の力で神様との交わりを回復することも、神様に従うこともでき

なかったのです。私たちは自分で自分を救えなかったのです。私たちはただ、自分の身に

神様の怒りと呪い、裁きと刑罰を招くのを待つほかなかったのです。私たちには、全く救

いの希望はなかったのです。これが、私たちのかつての姿です。 

  

2．神の愛と恵みによって 

 では、そのような霊的に死んでいた私たちは、どのようにして救われ、永遠のいのちを

与えられ、神様との交わりを回復することができたのでしょうか。4-5節にはこうありま

す。「しかし、あわれみ豊かな神は、私たちを愛してくださったその大きな愛のゆえに、背きの中に死

んでいた私たちを、キリストとともに生かしてくださいました。あなたがたが救われたのは恵みによる

のです」。 

 私たちは霊的に病人でも怪我人でもなく、死人でした。命がなかったのです。それゆ

え、自分で自分を救うこともできず、神様との交わりを回復するために何一つすることが

できなかったのです。私たちが命を得、神様との交わりを回復する道は、ただ一つしかあ

りませんでした。それは、霊的に死んでいた私たちを、神様がよみがえらせてくださるこ

とです。私たちに命の息を吹き込んでくださることです。 

 私たち人間は誰も、死人をよみがえらせることはできません。どんなに医療が発達して

も、死人をよみがえらせることはできません。一度死んだら、人間は何もできないので

す。死に対して人間は無力です。しかし死人をよみがえらせる唯一の方がおられます。そ

れは、神様です。神様は、私たちの罪の償いのために十字架で死なれたイエス様を、死か

らよみがえらせました。神様には、死人をよみがえらせることができるのです。イエス様

を死からよみがえらせた神様だけが、霊的に死んでいた私たちに命を与え、よみがえらせ

てくださるのです。 
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 私たちが今、イエス様を信じてクリスチャンになり、神様との交わりを回復し、永遠の

いのちを与えられているのは、全くの神様の恵みです。私たちは霊的に死んでいて、全く

の無力でした。神様が私たちに目を留めて、私たちを霊的によみがえらせてくださらなけ

れば、私たちには何の望みもなかったのです。ただ御怒りと呪いと裁きと刑罰を受けるほ

かなかったのです。しかし神様は、私たちを見捨てず、私たちを愛してくださいました。

そしてイエス様をよみがえらせたその御力で、私たちをも霊的によみがえらせ、私たちが

イエス様を信じることができるようにしてくださったのです。使徒ヨハネはこう言いまし

た。「私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し」（Ⅰヨハネ 4：10）てくださったのだ

と。私たちが救われたのは、全く神様の愛と恵みによるのです。 

 

3．信仰と良い行いをもって 

 では私たちは、何もしなくて良いのでしょうか。神様が私たちを霊的によみがえらせ、

自動的に私たちは救われ、神様との交わりを回復するのでしょうか？そうではありませ

ん。8節にはこうあります。「この恵みのゆえに、あなたがたは信仰によって救われたのです。そ

れはあなたがたから出たことではなく、神の賜物です」。 

 私たちは全くの神様の愛と恵みによって、霊的によみがえらされました。しかし神様

は、霊的によみがえらされた私たちに、信仰を求めています。では神様が私たちに求めて

いる信仰、私たちが救われるために必要な信仰とは、どのような信仰でしょうか？パウロ

はこのように言いました。「もしあなたの口でイエスを主と告白し、あなたの心で神はイエスを死

者の中からよみがえらせたと信じるなら、あなたは救われるからです」（ローマ 10：9）。神様が私た

ちに求めている信仰、私たちが救われるために必要な信仰とは、第一に、自分の口でイエ

ス様を主と告白することです。イエス様は神であり、私たちの罪を償うために十字架で死

なれた救い主であることを信じ、自分の口で告白することです。第二に、神様はイエス様

を死からよみがえらせたと信じること、そして神様は、霊的に死んでいた私たちをもよみ

がえらせ、私たちに新しい歩みをさせてくださると信じることです。イエス様を信じると

は、イエス様を神と信じ、その神であるイエス様に、自分の人生を委ねていく決心をする

ことです。 

しかしパウロは驚くことに、イエス様を信じる信仰は、私たちから出たことではなく

「神様からの賜物」だと言います。私たちは誰ひとり自分の力でイエス様を信じた人はい

ません。神様から信仰は与えられたものです。パウロはこうも言いました。「聖霊によるの

でなければ、だれも『イエスは主です』と言うことはできません」（Ⅰコリント 12：3）。信仰は、聖霊

によって私たちの心に与えられ、聖霊が私たちの口を通して信仰を告白させてくださった

のです。私たちの救いは、全くの神様の愛と恵みによるものです。 

 では私たちは、イエス様を信じて救われ、神様との交わりを回復した後、どのように歩

めば良いのでしょうか。10節にはこうあります。「実に、私たちは神の作品であって、良い行

いをするためにキリスト・イエスにあって造られたのです。神は、私たちが良い行いに歩むように、そ
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の良い行いをあらかじめ備えてくださいました」。 

 イエス様を信じて救われ、神様との交わりを回復した後、私たちは良い行いをして歩む

ように求められています。良い行いとは、神様に従って生きることです。しかし私たち

は、自分の力で神様に従うのではありません。神様は、「良い行いをあらかじめ備えてく

ださる」のです。神様は、私たちが神様に従う力をも与えてくださるのです。 

 

おわりに 

 私たちは、生まれながらに霊的に死んでいて、神様との交わりを失い、この世の流れに

従い、自分のために生きてきました。その結果、神様の怒りと呪いと裁きと刑罰を招く道

を辿るほかありませんでした。私たちには、救いの望みはありませんでした。 

 しかし神様は、私たちを愛し、私たちの罪の償いのために十字架で死なれたイエス様

を、三日目によみがえらせました。そして、イエス様をよみがえらせたその御力によっ

て、私たちをも霊的によみがえらせ、私たちに信仰を与え、私たちに神様に従う力を与え

てくださいました。私たちの救いは、神様の全くの愛と恵みによるものなのです。そのこ

とをぜひ、皆さんに知っていただきたいのです。 

 

 天におられる私たちの父なる神様。 

 私たちは生まれながらに原罪を持ち、年を重ねるごとに神様の前に罪を重ねてきまし

た。またその罪のゆえに、自らの人生に苦しみと悲しみ、孤独と絶望をもたらしてきまし

た。ただただ人生に絶望し、希望のない死を迎え、死後には神様の裁きを待つ他ありませ

んでした。しかし神様が、ただ恵みと愛によって私たちに目を留め、罪を示し、救い主イ

エス様に対する信仰を与え、神様と共に生きる新しい人生へと導いてくださいました。そ

れは、私たちの努力によるものは何一つなく、ただただ神様の愛と恵みによるものです。

すべての栄光をただあなたにお返しします。与えられた残された人生を、ただあなたのた

めに生きていくことができますように。 

 この祈りを、私たちの救い主イエス・キリストの御名によって祈ります。アーメン。 


